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Ⅱ．Establishment Of tumor－SPecificimmunol：herapy models


















































































第1は、In situ hapten modification modelと称するもので、BCG感作マウスにⅩ5563
腫瘍を移植し、生じた腫瘍内にMDPハブテンを直接注入し、治療効果を調べられたものであ
る。その結果、BCG感作群で腫瘍完全退綿を高頻度に認め、その治療効果が腫瘍特異免疫で
あることを、Ⅹ5563腫瘍寛容を誘導したマウスを用いて証明している。
第2は、腫瘍転移形成阻止モデルと称するもので、BCd感作マウスに移植により生じたⅩ
5563腫瘍を適当な時期に切除し、術後、MDP修飾Ⅹ5563腫瘍を投与し、転移阻止効果（生存
率の上昇）を調べたものである。その結果、著明な生存率の向上を認め、その効果が腫瘍特異
免疫であることを、MDPを結合していないⅩ5563細胞、又はMDP修飾134腫瘍細胞の免疫
では認められないことで証明している。
さらに上記モデルで生残したマウスの牌細胞がⅩ5563腫瘍の増殖を特異的に抑制することを
明らかにし、生残マウスが抗腫瘍特異免疫を保持していることを確認している。
上記の成績から著者は、これらのモデルにみられる抗腫瘍治療効果はBCG感作で誘導され
たMDP反応性ヘルパーT細胞がMDP修飾細胞の免疫で誘導された抗腫瘍エフェクター細胞
生成を増強するためと考察している。
以上のように本研究は、ハブテン型MDP修飾腫瘍細胞の免疫による抗腫瘍特異免疫の増強
というユニークな方法を応用し、抗陸瘍免疫療法に新しい道を拓いた点において高く評価され、
医学博士の学位論文として価値あるものと認める。
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